
第１学年 数学科学習指導案 

日 時  令和６年９月２０日（金） １１：３０～１２：２０ 

 生 徒  知内町立知内中学校 １年Ａ組（２０名）      

授業教室  知内町立知内中学校 ３階 １年Ａ組教室      

指導者  知内町立知内中学校 細矢 弦希          

（使用教科書 新しい数学１ 東京書籍） 

１、単元名  「 ４章 比例と反比例 」 

 

２、生徒の実態 

 本時の学習指導を行う１年Ａ組２０名は，習熟度別学習指導とＴＴ（チームティーチン

グ）指導を充実させる体制を日頃から設定している。 

習熟度別学習指導においては，２名の数学科教師で連携を図り，基礎的な知識・技能を

定着させる基礎コースと，発展的に思考力・判断力・表現力をより一層伸ばす発展コース

を設定し，生徒の実態に応じた指導を重ねている。 

基礎コースでは，担当教師（Ｔ２）をさらに１名配置し，個別の支援を充実させるＴＴ

の体制となっている。こうしたきめ細やかな取り組みを重ね，生徒が自らの学習状況に応

じて，主体的に学習に取り組む態度を養うよう心掛けてる。 

また，単元全体を見通し，価値づけた目標を達成するために，小テストや単元テストな

どの学習状況を評価する場面を定期的に設定し，指導と評価が一体となるように配慮して

きた。さらには，知内小学校の教諭と連携し，６年生時の比例と反比例の授業を参観し、

学習のつながりを意識した指導計画を組む工夫を行った。以下は，日ごろの学習の状況と

して、生徒がどのような意識を持つのかアンケート調査を行った集計結果である。 

質問 

１ 

小学校を含む関数（比例・反比例）の学習に苦手意識はあるか。 

 ・ある４３％  ・ない２１％   ・どちらともいえない３６％ 

質問 

２ 

小学校の比例・反比例の学習を中学校で生かせているか。 

 ・はい６４％  ・いいえ１０％  ・どちらともいえない２７％ 

質問 

３ 

身の回りの事象で「関数」の考え方が利用されている事象がすぐに思いつくか。 

・はい５３％  ・いいえ４７％ 

質問 

４ 

比例の「表・式・グラフ」を必要（場面）に応じて自分で使うことができるか。 

 ・できる６４％ ・できない１５％ ・どちらともいえない２１％ 

質問事項より関数に対する苦手意識はみられるが，既習とのつながりを感じながら，学

習に励む生徒は一定数いると判断できる。本時の指導と関わる質問４からは，授業を行う

上で，なぜ表・式・グラフを利用するのかを明確にできる発問が必要なことがわかる。 



３、単元について 

（１）単元の系統性 

   本単元を学習するにあたっては，数学的に考える資質・能力を育成するために， 

以下のように系統的な指導が小学校４年生時より重ねて行われている。 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校第４学年】資質・能力 

伴って変わる二つの数量やそれらの

関係に着目し，変化や対応の特徴を

見いだして，二つの数量の関係を表

や式を用いて考察する力 

 

【小学校第５学年】資質・能力 

伴って変わる二つの数量やそれらの 

関係に着目し，変化や対応の特徴を 

見いだして，二つの数量の関係を表 

や式を用いて考察する力 

 

【小学校第６学年】資質・能力 

伴って変わる二つの数量やそれらの 

関係に着目し，変化や対応の特徴を 

見いだして，二つの数量の関係を表 

や式，グラフを用いて考察する力 

【中学校第１学年】資質・能力 

数量の変化や対応に着目して関数関 

係を見いだし，その特徴を表，式，グ 

ラフなどで考察する力 

 
【中学校第２・３学年】資質・能力 

関数関係に着目し，その特徴を表， 

式，グラフを相互に関連付けて考察 

する力 

第４学年では身の回りの事象である

「気温」などを扱い，日付や季節と

の関係から２つの数量の値の変化を

考えた。折れ線グラフを用いて，視

覚的に２つの数量を捉えた。 

第５学年では〇や□などの記号を用

いて，比例を定義した。一方の値が２

倍，３倍と増えると，もう一方の値も

２倍，３倍となる変化の様子を対応

表で明らかにした。帯グラフ・円グラ

フを扱うなどして数量を捉えた。 

第６学年では比例と反比例につい

て「決まった数（比例定数）」を意識

させながら対応の様子を見取るこ

とができるようにする。反比例につ

いても学習し，比例の理解を一層深

めるために意図的に設定している。

正の数の変域で直線グラフをかく。 

第１学年では既習の比例・反比例を

関数として捉えなおし，身の回りの

事象を解決できるように学習が進

められる。２つの数量の変域を負の

数にまで広げ，値の変化を調べる活

動を通して，より一層の深い学びと

する。第２学年になると定数と変数

から作られる１次関数を学ぶなど

さまざまな関数に触れていく。 



（２）単元観 

中学校学習指導要領解説 数学編 P８３には以下のように示されている。 

 

小学校算数科においては，伴って変わる二つの数量の関係を考察し，特徴や傾向を表し
たり読み取ったりできるようにしている。比例については，表，式，グラフを用いて特徴
を調べたり，問題解決に利用したりしている。なお，反比例については，比例についての
理解を一層深めることをねらいとして，その関係について知ることとしている。  
中学校数学科において第１学年では，小学校算数科における伴って変わる二つの数量の

関係についての見方や考え方を深め，比例，反比例についての理解を深めることができる
ようにする。すなわち，具体的な事象の中にある二つの数量を見いだし，それらの間の変
化や対応について調べ，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培い， 比例，反比例
を関数としてとらえ直すことができるようにする。その際，生徒が問題解決に主体的に取
り組み，比例，反比例の関係を表，式，グラフなどによってとらえることができるように
することを重視する。 
関数関係を見いだし表現し考察する能力は，この領域に止まるものではない。図形につ

いての考察の場面などにおいても，関数的な見方や考え方が活用され，はぐくまれるよう
に配慮する。 

  

本時の学習指導を行うにあたっては，授業を行う生徒２０名が６年生時に，小学校の授

業（知内小学校）で活動する様子を計１５時間参観・記録した。 

伴って変わる２つの数量の変化を捉えるために，𝑥と yの対応表が意図的に用いられ，

表の横の関係性や２つの変数が対応する縦の関係性（決まった数の発見）についても丁寧

に触れられた。 

しかし，特徴的だった傾向として，単元の終末で扱う「身の回りの事象から比例の関係

を見出し解決する活動」を行った際に，児童は答えを導くための術として，比例の表や式

を使わず，既習の比例式（〇：×＝△：□）やかけ算による演算などで解決する術を選ん

でいた。その様子から比例の良さやそれを学ぶ意味（対応する２つの値の組を明確に捉え

ることができる）を定着させることの難しさを感じ，表を用いて対応する値を観察できる

授業展開を本時で設定した。 

 

４、単元の目標 

① 具体的な事象のなかにある２つの量の関係を，表や式に表し，変化や対応をとらえる 

ことができる。【知識・技能】 

② 具体的な事象に関する問題を，比例や反比例の見方，考え方やグラフを活用して，解 

決することができる。【思考・判断・表現】 

③ 比例や反比例の関係やグラフを利用することに関心をもち，具体的な事象に関する問 

題について，比例，反比例の見方，考え方やグラフを利用して解決しようとしてい 

る。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

 



５、単元の指導計画 

［全２０時間扱い］ 

時
間 

本時の目標 
主な学習活動 

（〇主問題 ・学習課題） 
評価規準 

（おおむね満足できる） 

１ 

身の回りの問題
を，関数の考え方
を利用して解決す
ることができる。 

〇空のプールに水を入れ始めてか
ら２時間後に見に行くと，そこ
から２０cmの深さまで水が溜ま
っていた。満水のときの水の深
さを１２０cmとした場合、何時
間後に満水になるだろうか。 

・時間を𝑥，水の深さを yとして変
化の様子を表で表そう。 

【思】 
満水になるまでの時間を 
予測する活動をから，関 
数の考え方を利用して解 
決することができる。 
 

２ 

・２つの数量の間
に関数の関係が
あるかどうかを
判断することが
できる。 

 
・変数の意味およ
び変域の意味を
理解し，不等号
を使って表すこ
とができる。 

〇yが𝑥の関数であるものをすべて
選び記号で答えなさい。 

・𝑥を決めると yもただ一つに決ま 
るのか考えよう。 

 
 
〇前時のプールの問題の時間の値
の範囲（変域）と水の深さの範
囲（変域）はどのようになるの
だろうか。 

・不等号を利用して，値の変域を
表そう。 

【知】 
２つの数量の間に関数の
関係があるかどうかを判
断することができる。 
 
 
【知】 
変数の意味および変域の
意味を理解し，不等号を
使って表すことができ
る。 

３ 

比例の意味を理解
し，比例の関係を
式に表すことがで
きる。 
 

〇次の表はどのような式であらわ
されるだろうか。 

 
 
        
        
 
 
 
・表の横や縦の関係にはどのよう
な特徴があるのだろう。 

 

【知】 
表から比例の意味を理解
し，それを式に表すこと
ができる。 
 
 

４ 

・𝑥の変域や比例
定数を負の数に
広げても比例の
性質が成り立つ
ことが理解でき
る。 

 
 
 
・yが𝑥に比例する
とき、１組の
𝑥，yの値から、
比例の式を求め
ることができ
る。 

〇比例 y＝𝑎𝑥では，𝑥の変域を負の
数に広げても𝑥の値が２倍，３倍
となると，それに対応する𝑥の値
も２倍，３倍となるのだろう
か。 

・y＝3𝑥，y＝5𝑥の表を完成させよ
う。ただし，負の数まで変域を
広げています。 

 
〇yが𝑥に比例し，𝑥＝2のとき，
y＝−６です。このとき比例の式
を求めなさい。 

 
 
 
 

【思】 
𝑥の変域や比例定数を負
の数に広げても，比例の
性質が成り立つことを説
明しようとしている。 
 
 
 
 
【知】 
yが𝑥に比例するとき，
１組の𝑥，yの値から、比
例の式を求めることがで
きる。 
 

x 1 2 3 4 5

y 2 4 6 8 10

x 1 2 3 4 5

y -2 -4 -6 -8 -10



５ 

座標の意味や点の
位置の表し方を理
解し，点の座標を
求めたり，座標を
平面上の点で表し
たりすることがで
きる。 

〇y＝２𝑥のグラフをかくためには
どうしたらよういだろうか。た
だし，変域を負の数まで広げた
場合とします。 

・座標の意味を理解し，負の数の
グラフをかこう。 

 

【知】 
座標の意味や点の位置の
表し方を理解し，点の座
標を求めたり，座標を平
面上の点であらわしたり
することができる。 
 

６ 

比例のグラフをか
くことができる。 

〇y＝２𝑥と y＝－２𝑥のグラフはど
のようなグラフになるだろう
か。また，どんな違いがあるだ
ろうか。 

【知】 
比例のグラフをかくこと
ができる。 

７ 

𝑥と yの値の変化
の特徴を理解でき
る。また特徴をも
とに，グラフをか
くことができる。 

〇比例 y＝𝑎𝑥では、𝑥の値が増加し
たときに、それにともなって y
の値はどのように変化するか。 

・y＝２𝑥と y＝－２𝑥のの値の変化
を調べてみましょう。 

【思】 
𝑥と yの値の変化の特徴
を理解し，その特徴をも
とにグラフのかき方を説
明できる。 

８ 

比例の表，式，グ
ラフを関連づけて
理解する。また、
比例のグラフから
式を求めることが
できる 

〇下の図のグラフは、比例のグラ
フです。比例の式 y＝𝑎𝑥を求め
なさい。 

・これまでの学習を利用して比例
の式を求めよう。 

【思】 
比例のグラフから既習事
項を利用して，値の変化
の特徴を理解し，式を求
めることができる。 

９ 

比例の表・式・グ
ラフの学び直しを
行い，定着させよ
う。 
 

【練習問題の主な内容】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知】 
既習事項が定着し，必要
な見方や考え方が備わっ
ているか。 
 
 

１
０ 

小テストから，状
況を把握しよう。 

〇小テストの実施 
〇振り返りを行う（学びの足跡） 

【主】 
比例の必要性や良さを実
感している。 

１
１ 

反比例の意味を理
解し，反比例の関
係を式に表すこと
ができる。 

〇次の表の空欄に当てはまる数を
予想しよう。ただし，なぜその
数字が埋まると考えたのか理由
を書くこと。 

・表から反比例の特徴を見出そう 

【知】 
表から反比例の意味を理
解し，それを式に表すこ
とができる。 
 

１
２ 

𝑥の変域や比例定
数を負の数に広げ
ても反比例の性質
が成り立つことを
理解する。 
yが𝑥に反比例する
とき，１組の𝑥と y
の値から，反比例
の式を求めること
ができる。 

〇反比例 y＝
𝑎

𝑥
では、𝑥の変域を負の

数に広げて𝑥の値が２倍，３倍と

なると、それに対する yの値も

２倍，３倍となるのだろうか。 

・y＝
６

𝑥
で，y＝−

６

𝑥
の表を完成させ

なさい。ただし，負の数まで変

域を広げています。 

【思】 
𝑥の変域や比例定数を負
の数に広げても，比例の
性質が成り立つことを説
明しようとしている。 
 
 

＜問題１＞  

下の式から表を埋めましょう 

＜問題２＞ 

下の表から式を求めましょう 

＜問題３＞ 

下の A～E 座標をかきましょう。 

＜問題４＞  

下の表からグラフを完成させましょう 

＜問題５＞ 

下のグラフから式を求めましょう。 



１
３ 

反比例のグラフを
かくことができ
る。 

〇y＝
６

𝑥
と y＝−

６

𝑥
のグラフはどのよ

うなグラフになるだろうか。ま

た，どのような違いがあるのだ

ろうか。 

【知】 
反比例のグラフをかくこ
とができる。 

１
４ 

𝑥と yの値の変化
の特徴を理解でき
る。またその特徴
をもとに，グラフ
をかくことができ
る。 

〇反比例 y＝
𝑎

𝑥
では、𝑥の値が増加し

たときに，それにともなって y

の値はどのように変化するか。 

・y＝
６

𝑥
，y＝−

６

𝑥
の値の変化を表を

使って調べてみましょう。 

【思】 
𝑥と yの値の変化の特徴
を理解し，その特徴をも
とにグラフをの書き方を
説明できる。 

１
５ 

反比例の表，式，
グラフを関連づけ
て理解する。ま
た、反比例のグラ
フから式を求める
ことができる。 

〇下の図のグラフは，反比例のグ
ラフです。反比例の式を求めな
さい。 

・これまでの学習を利用して反比
例の式を求めよう。 

 

【思】 
比例のグラフから既習事
項を利用して，値の変化
の特徴を理解し，式を求
めることができる 

１
６ 

小テストから状況
を把握しよう。 

〇小テストの実施 
〇振り返りを行う。（学びの足跡） 

【主】 
反比例の必要性や良さを
実感している。 

１
７ 

身の周りの問題を
比例や反比例を利
用して解決するこ
とができる。 

〇ポップコーンを買い終えるまで
にかかる待ち時間を予想できる
だろうか。 

・待ち時間と人数の関係を表や式
で表そう。 

【思】 
身の周りの問題を比例や
反比例を利用して解決す
ることができる。 
 

１
８ 

身の周りの問題を
比例のグラフを利
用して解決するこ
とができる 

〇ある車いすマラソンでもっとも
速い選手は分速 300ｍ，もっとも
遅い選手は分速 120ｍで走りま
す。スタートから６ｋｍの地点
で応援するとき，先頭の選手が
通過してから何分後に最後の選
手が通過するでしょうか。 

・グラフから答えを求めよう。 

【思】 
身の周りの問題を比例の
グラフを利用して解決す
ることができる 
 
 
 
 

１
９ 

ともなって変わる
２つの数量に着目
し，その関係を考
える活動を通し
て，比例関係の和
（対応値の和）に
ついて考えること
ができる。 

〇蛇口Ａと蛇口Ｂから同時に水を
入れた, Ａから水を入れたとき
のグラフと，Ｂから水を入れた
ときのグラフは次のようにな
る，同時に水を入れた場合のグ
ラフは○ア～○ウのうちどれだろ
う。 

・比例する２つの数量を合わせた
とき，どのような特徴がみられ
るだろう。 

【思】 
ともなって変わる２つの
数量に着目し，その関係
を考える活動を通して，
比例関係の和（対応値の
和）について考えること
ができることができた
か。 

２
０ 

単元テストを利用
して，単元全体の
習熟具合を確かめ
よう。 

〇単元テストの実施 
〇振り返りを行う（学びの足跡） 

【主】 
身の回りの事象に比例・
反比例を生かそうとして
いる。 
 



６、本時の目標 

・ともなって変わる２つの数量に着目し，その関係を考える活動を通して，比例関係の和

（対応値の和）について考えることができる。【思考・判断・表現】 

 

７、本時の展開 

指導過程 ☆主発問 〇学習活動 ※評価 ・留意点 
Ⅰ 問題提示 
 
 
 
 
 

高さ 

 
 
 
 
 
 
  
                             
              

 
 
 
 
 
Ⅱ 課題設定 
 
 
 
Ⅲ 個人・集団・全体 

で考える 
 個人検討  ５分 
 小集団検討１０分 
 全体検討 １０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇動画から問題を想起する 
 
 
 
 
 
〇答えを予想する 
 ・○アだと考える,理由は同

時に水を出すと，短い
時間で水の深さが増え
ているから。 

 ・○アまたは○イだと考え
る，理由はどちらが答
えだという判断材料が
ないから。 

 ・○ウではないと考える，
理由は時間が経過して
も Bよりも水が深くな
らないから。 

 
 
 
 
 
 
〇蛇口 Aと蛇口 Bの表,式を
考える。（個人検討） 

＜蛇口 A＞ xy =  
 
 
 
 
＜蛇口 B＞ xy 2=  
 
 
 
 
〇選択肢○ア～○ウの表や式を
考える。（小集団検討） 

＜グラフ○ア＞ 
 
 
 

・比例の関係を確認する 
 
 
 
 
 
・補助発問 
 正しいグラフを判断する
ためには何を調べたら良
いだろう。 

 
 《反応例》 
 ・目盛りが必要である。 
 ・それぞれのグラフの表

が必要である。 
 ・それぞれのグラフの式

が必要である。 
 
・グラフを観察するだけで
は解決しづらいことに気
付かせる。 

 （表や式に結び付ける） 
 
 
 
・蛇口 Aと蛇口 Bの表や式
については個人検討で解
決を促したい。 

 
・蛇口 Aと蛇口 Bの値の変
化を捉えることに困難を
示す生徒には，座標に注
目させて表だけでも完成
させるように促す。 

 
 
 
・○ア～○ウのグラフの変化の
様子を捉える活動から班
活動に学習形態を変更
し，正しい答えがどれな
のかを探求さえる。 

 

問 題 蛇口 A と蛇口 B から同時に水を入れた，A から水を入れたときのグラフと，
B から水を入れたときのグラフは次のようになる，同時に水を入れた場合の
グラフは○ア～○ウのうちどれだろう。 

課 題 比例する２つの数量を合わせたとき，どのような特徴がみられるだろう。 

時間 

0 1 2 3 4 5 6

0 6 12 18 24 30 36 

𝑥



 
 
 
 
 
 
 
 
☆主発問 
 
 
 
＜蛇口 A＋B ○イ＞

xy )21( +=  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ まとめ・振り返り 
 
 
 
 
 
Ⅴ 練習問題 
「比例関係の和」の理解を

深める 
 
 
 

＜グラフ○イ＞ 
 
 
 
＜グラフ○ウ＞ 
 
 
 
 
 
 
〇なぜ○イであるのか根拠を
共有する（全体検討） 

 
 
 
 
 
〇予想される○イの理由 
 ・蛇口 Aと蛇口 Bの比例

定数を足した結果が○イ  
  の比例定数３と同じに

なる。 
 ・対応する の値を足す

と○イの表のそれぞれの
値と同じになる。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇練習問題に取り組む 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・○ウのグラフについては予
想の段階で選ばれなけれ
ば，深く触れない。 

 
 
 
 
・対応する値が足されてい
る様子がわかるように

xy )21( += の表を板書
で提示する。 

 
・対応する値の和に着目で
きるように促す。 

 1=x のとき, 21+=y
となる。 

 2=x のとき, 42 +=y
となる。 

3=x のとき, 63+=y
となる。 

 
・グラフの○イ（蛇口 A＋B）
もまた比例していること
を再確認する 

 
・生徒の理解に応じて、発
展的に《グラフ》に着目
できると良い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
※表，式，グラフを用い
て，比例関係の和（対応
値の和）を考えることが
できる。 
【思考・判断・表現】 

 

８、本時の評価 

・ともなって変わる２つの数量に着目し，その関係を考える活動を通して，比例関係の和

（対応値の和）について考えることができることができたか。【思考・判断・表現】 

まとめ 比例する２つの数量を合わせたとき， 
《表》では＜対応する の値＞を足せば良い。 

                 《式》では＜２つの比例定数＞を足せば良い。 
 

練習 蛇口 Aと蛇口 Bと蛇口 Cから同時に水を入れ 
問題 た，Aから水を入れたときのグラフと，Bから水 

を入れたときのグラフ，Cから水をいれたグラ 
フは次のようになる，３つの蛇口から同時に水 
を入れた場合の表や式を完成させ，グラフをか 
きましょう。 

0 1 2 3 4 5 6

0+0=0 1+2=3 2+4=6 3+6=9 4+8=12 5+10=15 6+12=18

𝑥

 

0 1 2 3 4 5 6

0 3 6 9 12 15 18 

𝑥

0 1 2 3 4 5 6

0 3 6 9
3

2

 

2

 5

2
 

𝑥

主発問  なぜ同時に水を入れたグラフが○イと判断できるのだろうか。 
 



９、本時の学習と研究主題との関連について 

 

 

 

（１）《数学的に考える資質・能力を育成するために》との関連について  

  本時は「２つの比例する量を足すと，その和もまた比例するのか」という問いを中心

軸に構成した。上記の問いを学ぶことに興味をもち，生徒が自ら疑問を生み出す姿に期

待した。問題に対しての答えを予想する中で，解決に向けた見通しを持ちながら活動が

できるように授業をデザインした。個人思考や集団思考の場面で生徒が数学的な見方や

考え方を働かせ，課題を解決できるように配慮する。 

（２）《学びをつなげる》との関連について 

  本時の展開では問題解決を進めるにあたり，既習事項と有機的に結び付けて学ぶ子ど

も達の姿に期待した。第４章で学んだ知識や技能を１単位時間にとどまることなく働か

せ，条件を変えたり，別の場面で活用したりすることができるよう単元を構成した。本

時の題材は「２本の蛇口から出る水の量（深さ）と時間（分）の関係」とし，生徒が自

ら理想化したり，単純化させたりする中で，表現，処理できることをねらいとした。本

時を学習することで，「それぞれの対応する値を足す操作」や「２つの式の比例定数を

足す操作」を経験し，中学２年で学習する１次関数（変数と定数を足す）との発展的な

結びつきも視野に入れている。 

（３）《数学的活動のさらなる充実を目指して》との関連について 

  本時の展開の中で，課題の提示後，個人思考により練られた見方や考え方が，生徒同

士の対話的な活動（集団解決）を通し，それぞれの学びの結びつきや新たな考え方の発

見が促されることを期待した。問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行させるた

め，生徒が十分に興味・関心をもって考える問題設定とした。また，数学の学習に困難

を示す生徒が粘り強く学習できるよう「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」が伝わ

る発問や課題提示となるようにしたい。 

１０、板書計画 

 

 

 

 

 

 

＜研究主題＞     「学びをつなげる」力を育む数学教育の探究 

～ 数学的活動のさらなる充実を目指した授業デザインの実践研究 ～ 

 


